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大学院情報科学研究科　谷田研究室

最新研究トピックス

TOPICS1
　

コンピュテーショナルイメージング

フォトニクス技術と画像処理技術を組み合わせた革新的な
イメージングシステムの研究開発を行っています。

 • 位相イメージング：シングルショットで高解像度かつ広
視野な光波面を撮影するカメラ

 • 多次元情報取得：奥行き、波長、偏光等の複数の光学
情報を一括取得する撮像システム

 • 薄型カメラ：複眼光学系と超解像処理を組み合わせた
超薄型のハードウェアをもつカメラ

最新研究トピックス

TOPICS2
　

フォトニック DNA コンピューティング

フォトニクス技術と DNA 技術を組み合わせたナノスケー
ルの情報処理装置に関する研究を行っています。

 • フォトニック DNA プロセッサ開発：膨大な分子情報に
対する選択的・効率的なその場処理と物理動作の実行
を実現するナノプロセッサの構成法と応用に関する研究

 • ナノ光情報システム開発：ナノ情報の光符号化、サブミ
クロン光場生成、液体マイクロリアクタの並列操作など
マクロ／ナノ間光通信技術とナノ光情報システムアーキ
テクチャに関する研究

情報フォトニクス講座では、情報媒体としての光に着目し、
その特性を有効に活かした情報技術や情報システムに関す
る研究を進めています。とりわけ、自由空間を伝搬する光
がもたらす並列性を重視し、物理的・化学的手法を駆使し
て、コンピュータによる演算処理との連携に基づいた新し
いシステム形態の実現をめざします。
具体的には、
▶昆虫の目にヒントを得た超薄型複眼カメラの開発と実問

題への応用
▶光学系と演算処理系を融合した機能性イメージングとそ

の応用
▶ナノ世界における情報処理・制御を実現する DNA ナノ

プロセッサの開発と生体情報処理への応用
▶ナノ／マクロ間光信号通信に基づく高機能ナノ情報システ

ムの開発
これらの研究は、自然科学と情報科学の高度な融合に基
づいた新たな情報処理形態を提示するものです。未開拓
の情報技術分野を切り拓き、工学、理学、医学、情報科
学など多様な学問分野の発展に寄与します。

情報媒体としての光を活用し、
新情報技術・システムを実現する
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大学院情報科学研究科　中前研究室

最新研究トピックス

TOPICS1
　

レーザーを用いた診断技術：レーザーテラ
ヘルツエミッション顕微鏡

 • 大気中で非破壊・非接触・非電極で不具合個所を絞り
込み可能とする画期的な解析装置

 • レーザー光を LSI チップ裏面から照射し、表面付近の
p-n 接合近傍で発生する光電流により励起されたテラ
ヘルツ電磁波を検出

 • CAD データ・故障データベースを活用した不具合個所絞
込み支援ソフトウェアと連携し効率的な絞込みを実現

最新研究トピックス

TOPICS2
　

デバイス 3D 構造解析技術

 • 不具合原因を迅速に特定するため、透過電子顕微鏡電子
線トモグラフィ法によるデバイスの正確な 3D 寸法計測

 • 3D 計測の自動化・リアルタイム化

最新研究トピックス

TOPICS3 　
極限計測と量子コンピュータ実現のための
量子情報処理

 • 量子力学に基づいた画像信号処理
 • 量子コンピュータ実現のための量子診断・自己修復
 • 電荷平衡状態図シミュレーションによる量子ビット安定

化

情報システムの大規模化・複雑化が進むにつれて、システムの
信頼性・安心・安全性の確保は極めて重要な社会的課題となっ
ています。本研究室では、情報システムを構成する超大規模集
積回路（超LSI）や次世代の量子コンピュータに対して適用可
能な、レーザーを用いた新たな診断および量子情報処理技術
を研究しています。
信頼性・安心・安全性確保のための課題
 • 超LSIが微細で膨大な数の回路素子を含むため不具合個所

の特定が困難
 • 量子・統計的な振舞を示す原子レベルの計測・診断が必要
信頼性・安心・安全性の高い半導体デバイス・量子コンピュータ
の実現を目指した基盤技術研究
 • 不具合原因を正確に診断するための手法／情報処理技術
 • 不具合の発生を予測・予防するためのシミュレーション／設計技術
 • 不具合が検出されても障害に結び付けない耐不具合技術

安心・安全な情報システム実現のためのレーザーを
用いた診断および量子情報処理技術の開発と応用

安心・安全な情報システム実現のための課題と求められる診断技術

レーザーテラヘルツエミッション顕微鏡の原理と観察例

開発装置・ソフトウェアを用いた不具合絞込みフロー
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